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請  願   の   審  査  報  告

　                    請願第 2 号　オーガニック給食の実現に向けた取組みを求める請願について

                   地場産有機食材の給食への使用は、子供たちの心と身体の健康を守るとともに、有機農業の 
   活性化や移住定住促進、食育、ひいては生まれ育った地域へ誇りを持つことにもつながる。食材すべて 
   を地場産有機食材で賄うことは非常に難しいが、心身の発達に悪影響が懸念される物質を避けることが 
   難しい現在だからこそ、市として実現に向けて取り組んでほしい。 
    ①食材選定基準において、異性化糖・遺伝子組換え・ゲノム編集作物・人工甘味料・健康上悪影響が指摘 
    されている種類の添加物・農薬・除草剤不使用かつ地元食材を優先的に採用していくことを明記すること。 
    ②オーガニック給食の実現に向けて、生産面を含む多角的な仕組みづくりを協議する場を月 1 回など定期 
    的に設けること。 
    ③オーガニック給食の導入に際しては、1 学期に 1 回など回数を絞る、あるいは調味料から日本古来の伝統 
    的な作り方をされたものに変更するなど、段階的に実現し、拡充を図ること。 
    ④カゼイン・乳糖不耐症の問題をはじめ、家畜に使われるホルモン剤や抗生剤・遺伝子組換え飼料の影響 
    も懸念されることから、アレルギーの有無にかかわらず、牛乳の選択制を導入すること。

農薬等の使用と次世代への影響について。
（請願者）子供たちへの悪影響が疑われるものは、

極力避けるべきと考えます。
有機食材が調達できた場合のコストは。

（執行者）負担はかなり大きくなりますが、保護
者へ負担を求めることは理解を得にくいと考えます。 

 
 

安全・安心な食の提供を考えていくべき。
導入コストが高い上、有機農家が少なく供給

が困難である。 
 

 賛成少数により、不採択とすべきものと決定

　「請願項目については実現可能性が低いため採択で
きないが、趣旨について採択し、市がオーガニック給
食の実現に向けて努力されるよう促していきたい。」
という趣旨採択の動議が提案されました。

加西市は既に安全な給食の提供に取り組んで
いるが、新体制の下でも進めてほしい。

一旦取り下げ、加西市の給食と農業の現状に
合った請願を再度提出してはどうか。 
 

 
 賛成多数により、趣旨採択とすることについて可決
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請願第 2 号 
オーガニック給食の実現に向けた取
組みを求める請願について

趣旨採択

請願第 2 号「オーガニック給食の実
現に向けた取組みを求める請願につい
て」につき趣旨採択を提案する動議

× ○ × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 議
長 × 原案可決 

（賛 8、反 6）

趣旨採択を提案する動議が可決されたため、請願第 2 号
の採決は行われません。

  議  決  結  果（（  ○…賛成　×…反対  ）
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    趣旨採択 … 請願の趣旨は十分に理解できるが、具体的内容を要望どおり実現することが困難な場合などに、 
　　　　　　　   「趣旨には賛成である」という意味で議決する決定方法のこと。

   動議 … ある事柄を議題として取り上げてもらうために議員が行う提案のこと。動議が成立するには、提案 
                     者のほかに 1 人以上の賛成者が必要。
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請願及び動議の全文は、
こちらの QR コードか
らご覧ください。
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